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重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 

（１）たな卸資産 

①評価基準 

 製品、原材料及び貯蔵品は、原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によって

います。 

②評価方法 

製品は、売価還元法によっています。 

原材料は、移動平均法によっています。 

貯蔵品は、個別法によっています。 

 

（２）固定資産の減価償却の方法 

①有形固定資産（リース資産を除く） 

定額法によっています。 

②無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法によっています。 

自社利用のソフトウエアについては、社内における見込利用可能期間（５年）に基づく

定額法によっています。 

   ③長期前払費用 

定額法によっています。 

 

（３）引当金の計上基準 

①賞与引当金 

従業員に支給する賞与の支出に備えるため、支給見込額の当事業年度負担額を計上して

います。 

②退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込み額に基づ

き当事業年度末にはおいて発生していると認められる額を計上しています。 

過去勤務費用は、その発生時の平均残存勤務期間以内の一定期間(7 年)による定額法によ

る按分額を費用処理しております。 

数理計算上の差異は、その発生時の平均残存勤務期間以内の一定期間(7 年)による定額法

により翌期から費用処理しております。 

 



 

（４）収益及び費用の計上基準 

当社は、惣菜類の製造・販売を行っており、顧客との契約に基づいて商品又は製品を引

き渡す履行義務を負っています。これらの販売取引については、出荷時から当該商品ま

たは製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間であるため、出荷時点で

収益を認識しています。 

 

当期純利益                           156,160 千円 

 

 
 

 

 


